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今
国
会
成
立
断
念

検
察
庁
法
案

ネットで起こった⼤きなうねりが
広がり、⺠主主義の底⼒⽰した︕

　

政
府
・
与
党
は
１
８

日
、
特
定
の
検
察
幹
部

の
定
年
を
内
閣
の
意
向

で
特
例
的
に
延
長
す
る

こ
と
を
可
能
に
す
る
検

察
庁
法
改
定
案
の
今
国

会
で
の
採
決
を
断
念
し

ま
し
た
。「
改
定
案
」
に

対
し
て
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
な
ど
に
急
速
に
広

が
っ
た
反
対
の
世
論
と

野
党
の
論
戦
が
、
今
国

会
で
の
成
立
断
念
に
追

い
込
み
ま
し
た
。

検
察
幹
部
の
定
年
延
長
特
例
と

黒
川
氏
の
定
年
延
長
の
撤
回
を
ネ
ッ
ト
会
見

志
位
委
員
長

　　

１
８
日
、
日
本
共
産

党
の
志
位
和
夫
委
員
長

は
「
チ
ュ
ー
ズ
・
ラ
イ
フ
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
主
催

の
「
緊
急
記
者
会
見
」

に
他
の
野
党
党
首
ら
と

参
加
し
、
今
回
の
検
察

庁
法
改
定
案
成
立
断
念

に
つ
い
て
、「
ネ
ッ
ト
で

起
こ
っ
た
大
き
な
う
ね

り
が
、
テ
レ
ビ
や
大
き

な
新
聞
に
広
が
り
」「
本

当
に
大
き
な
画
期
的
成

果
、
日
本
の
民
主
主
義

の
底
力
を
示
し
た
」
と

表
明
。
そ
の
上
で
「
先

送
り
で
は
問
題
の
解
決

に
な
ら
な
い
」
二
つ
の

点
で
「
撤
回
」
が
必
要

だ
と
主
張
し
ま
し
た
。

　

一
つ
は
、
同
改
定
案

の
う
ち
、
個
別
の
検
察

幹
部
の
役
職
定
年
の
延

長
を
内
閣
の
一
存
で
可

能
と
す
る
「
特
例
」
部

分
の
撤
回
で
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
こ
と

の
発
端
と
な
っ
た
東
京

高
検
の
黒
川
弘
務
検
事

長
の
定
年
延
長
の
撤
回

で
す
。

　
「
検
察
庁
法
に
は
定
年

延
長
の
規
定
が
な
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
勝
手

な
閣
議
決
定
で
延
長
し

た
」「
き
れ
い
さ
っ
ぱ
り

撤
回
す
べ
き
で
す
」
と

主
張
し
ま
し
た
。

安
倍
内
閣

 

支
持
率

 

急
落
！

◎
Ｎ
Ｈ
Ｋ

支
持
37
％

不
支
持
45
％

（
支
持　

▽
２
、

　

不
支
持
＋
７
）

◎
朝
日
新
聞

支
持
33
％

不
支
持
47
％

（
支
持
▽
８
、

不
支
持
＋
６
）

◎
テ
レ
ビ
朝
日

支
持
32.8
％

不
支
持
48.5
％

（
支
持　

▽
7.0

不
支
持
＋
9.9
）

　

報
道
各
社
が
先

週
末
（
１
５
〜
１

７
日
）
に
行
っ
た

世
論
調
査
。
安
倍

内
閣
の
支
持
率
が

急
落
し
て
い
ま
す
。

学費半額免除、最大 20万円補助
野党が学⽣⽀援法案提出

　

日
本
共
産
党
と
、

立
憲
民
主
党
、
国
民

民
主
党
な
ど
の
共
同

会
派
は
１
１
日
、
共

同
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大

の
影
響
で
困
窮
す
る

学
生
ら
を
支
援
す
る

た
め
の
法
律
案
を
衆

院
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

野
党
の
「
学
生
支

援
法
案
」
は
、
(1)
大

学
院
、
大
学
、
短
期

大
学
、
専
門
学
校
な

ど
に
通
う
全
学
生
を

対
象
に
授
業
料
の
半

額
免
除
(2)
ア
ル
バ
イ

ト
の
収
入
が
減
少
し

た
学
生
な
ど
に
最
大

２
０
万
円
の
緊
急
支

援
(3)
２
０
２
０
年
度

中
が
返
還
期
限
の
奨

学
金
の
返
済
が
困
難

な
場
合
、
そ
の
返
済

の
免
除
の
三
つ
の
柱

を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

　

提
出
後
に
日
本
共

産
党
の
畑
野
君
枝
衆

院
議
員
は
、
学
生
団

体
に
よ
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
に
ふ
れ
、「
高

す
ぎ
る
学
費
を
賄
う

た
め
に
、
多
く
の
学

生
が
ア
ル
バ
イ
ト
を

せ
ざ
る
を
得
な
い
状

況
が
あ
る
。

『
学
費
を
一

律
半
額
に

し
て
ほ
し

い
』
と
多

く
の
学
生

が
立
ち
あ

が
り
、
２

０
０
を
超

え
る
大
学

の
署
名
行

動
に
広

が
っ
た
こ

と
に
背
中
を
押
さ
れ

ま
し
た
」
と
語
り
ま

し
た
。

　10 日、民青同盟埼玉県委員会のみなさんと懇談



新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
関
連
や
、
暮
ら
し
・
営
業
な
ど

困
り
ご
と
あ
り
ま
せ
ん
か
。

ご
要
望
も
、
気
軽
に
お
寄
せ
下
さ
い
。

塩川　鉄也
衆議院議員

梅村さえこ
比例北関東
予定候補

「緊急事態」39県解除

第
⼆
次
補
正
予
算
を
編
成
し
︑

医
療
・
補
償
の
両
⾯
で
抜
本
的
措
置
を

14日、記者会見する
　　　志位和夫委員長

　　　

日
本
共
産
党
の
志
位
和

夫
委
員
長
は
、
政
府
が
14

日
決
め
た
「
緊
急
事
態
宣

言
」
の
一
部
解
除
に
つ
い

て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ま

し
た
（
要
旨
）。

　

一
、
一
番
の
問
題
点
は
、

Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
の
数
が
伸
び

て
い
な
い
こ
と
に
あ
り
ま

す
。
検
査
数
が
足
ら
な
い

も
と
で
の
一
部
解
除
と
い

う
判
断
は
、
率
直
に
言
っ

て
懸
念
を
も
た
ざ
る
を
え

ま
せ
ん
。
感
染
拡
大
防
止

の
た
め
の
警
戒
を
決
し
て

緩
め
て
は
な
ら
な
い
と
思

い
ま
す
。

　

一
、
今
後
の
対
応
と
し

て
は
、
三
つ
の
点
を
強
く

求
め
ま
す
。

　

第
一
は
、Ｐ
Ｃ
Ｒ
検
査
を

は
じ
め
検
査
を
抜
本
的
に

増
や
し
、
感
染
の
全
体
像

を
つ
か
む
こ
と
で
す
。

　

第
二
は
、
医
療
提
供
体

制
の
逼
迫
（
ひ
っ
ぱ
く
）

を
打
開
す
る
こ
と
で
す
。

　

第
三
は
、
暮
ら
し
と
営

業
に
対
す
る
補
償
措
置
を

し
っ
か
り
行
う
こ
と
で
す
。

　　

家
賃
支
援
、
雇
用
調
整

助
成
金
の
拡
充
、
学
生
支

援
な
ど
で
の
緊
急
の
措
置

を
と
る
と
と
も
に
、
速
や

か
に
第
２
次
補
正
予
算
を

編
成
し
、
医
療
・
補
償
の

両
面
で
抜
本
的
措
置
を
と

る
こ
と
を
求
め
ま
す
。

　　

感
染
拡
大
防
止
と
経
済

活
動
再
開
を
両
立
さ
せ
る

最
大
の
カ
ギ
は
、
検
査
の

抜
本
的
強
化
に
あ
る
と
強

調
し
ま
し
た
。

志位委員長が会見
感染拡⼤防⽌と経済活動再開両⽴へ

抜本的強化を抜本的強化をPCRPCR
検査の検査の

北
関
東
地
域
の
県
・
地
区
委
員
会
事
務
所
の
電
話
番
号
で
す


	5gatuビラ（1）.pdf
	5gatu ビラ（2）

